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技術の概要

３．技術の効果

　従来のベントナイト混合土と比較して、以下の効果が得られます。
1）遮水性能が100倍向上するため、施工厚さを薄くすることができ、施工性、経済性の面で優れておりま
す。
2）ベントナイト砕石の含水比が高いため、施工時の粉塵発生が少なく、作業環境の向上が図れます。
3）撹拌混合作業が不要のため、混合むらが発生しません。

４．技術の適用範囲

施工基盤強度がコーン指数qc≧1,200kN/㎡の場所
平坦部、2割勾配以下の法面

・自然由来汚染土壌の対策工事
・廃棄物最終処分場
・放射能汚染廃棄物対策工事
・ため池、ダム工事

２．技術の内容

５．活用実績

国土交通省：1件
その他の公共機関：16件
民間等：1件

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　従来、最終処分場などの土質遮水工には、砂質土あるいは現地発生土とベントナイトを撹拌混合した
ベントナイト混合土が適用されております。しかしながら、ベントナイト混合土には、土とベントナイトと撹
拌混合作業の必要があり、混合むらが発生する、事前に配合設計の必要があるなどの課題がありま
す。これらの問題を解決する工法として、ベントナイト砕石工法【NB工法】を開発しました。
　併せて、ベントナイト混合土製造の新工法についても展示会ではご紹介しておりますので、ぜひブース
にお立ち寄りください。

　ベントナイト砕石工法【NB工法】は、ベントナイト鉱山から採掘した原鉱を粒径26.5mm以下に粗砕し、
適切な含水比に調整、製品化しました。それを、現地に敷均し締固めることで抜群の遮水性能（透水係

数1×10-10m/s以下）を発揮します。
　また、締固め後の品質管理試験を現場密度試験から簡易的に試験可能な簡易支持力測定器「キャス
ポル」へ変更することにより、品質、施工性の向上が図れます。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表


